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厚い触れあい広がる人の和 はばたけみんなの青い鳥    

補装具とは、障害のある方の、機能を補うために

使われる福祉用具です。片足が動きにくくなった

方が治療に使う足の装具や、腰を骨折した方が安

定を目的に一時的につけるコルセットなど…たく

さんあります。補装具の作製には専門的な知識や

技術を要することのほか、フィッティングには更

なる時間と技術が必要となります。 

 

 

 

 

 

機能訓練では、日常的な訓練だけではなく、必

要に応じて車椅子の作製依頼・点検・修理や

靴・杖・歩行器等の購入選定を行っています。

日々の訓練の中でも身体の状態変化や部品の劣

化等の装着具合に細心の注意を払っています。 

 

 

補装具の点検 

 

車椅子を作る時には、

初めにレンタルしたデ

モ機を試用して頂きま

す。一定期間使用する

中で利用者さんの身体

能力や要望等に合わせ

て１人１人 オーダー

メイドで車椅子作製を

進めていきます。 

車椅子作製前のデモ機 

 

杖・替えゴム 

杖を使っているとゴムが摩耗して黄色の で指した

ように溝がなくなっていきます。溝がなくなると滑

りやすくなり、転倒や怪我につながります。その

為、定期的にゴムの確認・交換を行い、安全に杖を

使用して頂く必要があります。 

車椅子の点検 

厚和寮利用者の約半数は車椅子を使用してお

られます。車椅子はまさに足がわりで体の一

部です。安全・安心に車椅子を使っていただ

けるように、訓練職員が定期的に点検（タイ

ヤの空気圧、ブレーキ、部品の劣化状況等）

を行っています。 

 

新年度となり、厚和寮も新任職員を迎え新体制でスタートです。年初めの能登半島地震に続き、愛媛で

も地震が起こるなど不安な世の中ですが、大谷選手がメジャーリーグで日本人選手の最多ホームラン記録

を更新するなど明るいニュースも耳にします。今年度も利用者様の笑顔をお届けして参ります。 

 

令
和
六
年
度
の
取
り
組
み 

 
 

 
 

寮
長 

生
駒
哲
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令
和
六
年
度
も
早
い
も
の
で
、
一
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
新
年

の
始
ま
り
や
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
は
目
標
を
掲
げ
、
計
画

を
立
て
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
対
策
を
講
じ
一
年
を
通
じ
て
目
標
の

達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
新
任
職
員
五
名
を
迎
え
、
志

も
新
た
に
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
各
分
掌
担

当
に
つ
い
て
も
継
続
さ
せ
る
者
、
敢
え
て
担
当
を
交
代
さ
せ
た
り
し

て
い
ま
す
。 

あ
る
が
ま
ま
を
引
き
継
ぐ
「
継
承
」
で
は
な
く
、
理
念
や
考
え
方

や
精
神
を
引
き
継
ぐ
「
承
継
」
を
求
め
て
い
ま
す
。
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
如
何
な
る
方
法
が
可
能
な
の
か
。

自
分
自
身
の
目
線
を
持
っ
て
内
容
を
吟
味
す
る
。
「
例
年
並
み
」
を
良

し
と
せ
ず
、
担
当
者
と
し
て
目
標
達
成
の
た
め
、
時
代
の
変
化
に
柔

軟
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

当
寮
の
強
み
は
様
々
な
専
門
職
が
配
置
さ
れ
、
各
部
署
間
の
垣
根

の
な
い
「
多
職
種
連
携
」
で
す
。
ワ
ン
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
に
皆
様

の
ご
意
見
や
御
協
力
を
頂
き
な
が
ら
一
年
を
走
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

令
和
六
年
度
の
重
点
事
業
目
標 

一 

安
定
し
た
経
営
を
め
ざ
す 

二 

ひ
と
り
一
人
の
自
己
実
現
を
目
指
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供  

三 

地
域
共
生
の
土
壌
作
り
に
努
め
る  

四 

働
き
や
す
い
職
場
つ
く
り  

    

下の写真はこのゴムの部分です。

接地面が四点のものもあります。 

 

最近すっかり見か

けなくなった鯉の

ぼりを食堂に、玄

関にカブトを飾り

ました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

花見ドライブ 

 

4 月 10 日と 11 日に布勢、桜の園に花見に行ってきました。桜を見ることによって皆

さま笑顔になり、春を感じていただきました。10 日は冷たい風が吹いていました

が、11 日には心地よい天気となり、春を感じて頂けました。参加された利用者から

もきもちよかった、きれいでしたなどの感想を頂きました。温かい季節となり、これ

からの日々を穏やかに過ごせるように祈っております。 

出会いと別れの季節です 

支援主幹  

田中由美 

桜梅桃季。よろしくお願い

します。 

（すずかけより） 

 

主任管理栄養士  

三浦弥生 

笑顔で頑張ります。どうぞよろ

しくお願いします。 

（友愛寮より） 

支援員 

重森武則 

丁寧なケアに努めま

す。よろしくお願い

します。 

（いこいの杜より） 

支援員 

川戸由美子 

早く厚和寮になれ

るように頑張りま

す。 

（友愛寮より） 

支援員補助 

清水達也 

頑張ります。よろし

くお願いします。 

（新規採用） 

支援主幹  松本あゆみ（友愛寮へ） 

支援員   河原友紀（伏野つばさ園へ） 

支援員補助 本田賢作（退職） 

作業療法士 楮原誠（退職） 

お世話になりました。 

ミュージックケア  
4 月 10 日に講師 2 人をお招きしてミュージックケアを

実施しました。利用者の皆様が食堂に集まり、音楽に

合わせて楽しそうに、腕を動かされていました。 


